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飛
.が
阈
戰
時
命
礅
の
現
段
階
ミ
葙
汗
の
問
題
‘

，
 

> 
, 

七

闼

C
A
O
O

)

，

.そ
わ
產
業
部
if
i

l
に
於
け
'る
效
祺
は
、
資
金
の
狹
義
の
.鹿
業
的
流
通
に
於
け
る
調
盤
で
あ
っ
，て
、
..所
謂
消
費
的
流
通
ま
で
に
は
及
ば
な
ぃ 

:の
で
あ
^

0

然
る
に
、
ィ
ン
フ
レ
！
ゾ*

ン
問
題
の
惹
起
す
る
の
’は
V

窮
極
に
於
い
て
消
費
部
面
な
の
で
あ
る
が
、
こ
の
部
酣
に
於
け
る
資
金
流 

通
の
調
盤
即
ち
購
買
力
吸
收
の
手
段
と
し
て
採
用
さ
れ
■て
ゐ
る
も
の
は
、
前
記
の
如
く
に
、
增
税
、
公
債
寶
出
し
、
貯
蓄
を
を
出
で
な
'

い
の
で
あ
る
。
而
も
、
墙
稅
は
、
第
七
十
四
_
會
に
於
け
る
ニ
億
圓
の
增
税
を
加
ふ
る
も
、
未
だ
朧
買
カ
吸
收
辟
度
に
於
い
て
そ
の
放 

出
程
度
と
は
比
較
に
な
ら
ぬ
し
、
又
公
債
の
一
般
寶
出
し
も
大
體
同
様
で
あ
るC

從

っ

て

貯
蓄

が

殆

ん

ど

唯
一
の
手
段
た
る
の
地
泣
に
,
 

立
っ
て
、ゐ
る
。 

‘ 

•

•
,

併
し
な
が
ら
、
私
共
の
屢
々
主
張
し
來
っ
た
や
ぅ
に
、
貯
蓄
は
元
來
が
自
主
的
性
質
を
有
す
る
冬
の
で
あ
る
o
そ
れ
丈
に
、
撤
亦
さ 

れ
る
政
府
資
金
に
對
應
し
た
貯
蓄
を
獲
る
こ
と
が
相
當
困
雞
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
又
假
，令
結
娛
に
於
い
て
貯
蓄
，額
は
所
期
の
金
額
に 

達
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
に
•至
る
ま
で
に
資
金
.が
購
買
力
と
し
て
轉
々
流
通
し
た
の
で
は
、
物
價
騰
貴
.の
抑
制
は
到
底
達
成
さ
れ
な
い 

の
で
あ
る
。

.そ
れ
故
に
，、
從
來
の
自
主
的
貯
蓄
運
動
を
ょ
り
强
化
す
•る
方
針
を
樹
て
る
.と
と
が
_緊
切
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
は
退
微
金
積
立
即
度
、
.

：

獲

保
儉

制

度

*
^
.ー：重
？1

制̂
度
、，毅
税
證
券
の
：利

.

.

.

.

.

. 

.

.
:
.
.
•
•
-
.
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.
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'.

の
提
案
が
あ
る
。
此
、等
の
提
案
の
解
說
及
び
論
評
は
贫
の
.機
會
に
譲
る
が
、
兎
に
角
金
：融
政
策
が
、
殊
に
.產
業
的
流
通
部
％

に
於
い
て
、

,'
■
■'>
 

或
る
程
度
の
方
向
轉
換
を
な
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
局
面
に
際
會
し
つ
つ
あ
る
こ
と
は
、
全
‘く
明
か
で
ぁ
る
士
言
は
ね
ば
欠
ら
以
ァ

、廳

議

ッ

一

グ
•：經

_

囊

山

本

登

.
;
1
>
音

.
.:
-
:
:
;
:

言
、
^

ニ
、
.大
本
ブ
ロ
ッ
ク
經
濟
の
形
成
過
程
‘

a
、
;:
k
荽
在
業
原
*の

. ：

窬
給
關
I
集

分

ぶ

 

四
、
同 

(

英
帝
阈
杓
貿
易
關
係)

::::

五
-'結 

V.
:'-
.語

ん

原
料
資
源
得
分
配
乃
至
■は
植
民
地
洱
分
劏
を
め
ぐ
つ
'て
の「

持
て
る
國
しと

"'

持
た
ざ
る
國」

の
對
立
は
、
現
在
明
か
に
、
あ
ら
ゆ
る
國 

際
的
_

擦
の
根
底
に
横
は
る
問
題
で
あ
る。
.斯
か
石
事
.情
を
锡
く
に
至
つ
た
极
本
的
要
因
は
、
言
ふ
迄
^

な
べ
、
ヴ
ュ
ル
サ
.ィ
ユ
ギ
和 

條
約
の
不
合
理
性
に
求
め
ら
れ
石
。
同
德
に
ょ
つ
て
.戰
敗
國
た
る
獨
逸
を
は
じ.め
塊
太
利
•
.土S

古
•
ブ
ル
ガ
”

ヤ
等
同
盟
國
側S

 

Z
國
は
、
蓉
し
い
犠
牲
と
損
失
を
課
せ
ら
れ
た
。
逆
此
例
的
に
戰
勝
國
側
は
太
尨
る
剎
益
に
浴
し
た
が
、
就
中
英
，
佛
は
踮
倒
的
に
，優
勢
が 

勢
力
を
確
保
し
得
た
。
併
し
聯
合
國
側
に
あ
つ
て
‘
、
伊
太
利
.は
患
ま
‘れ
る
所
少
な
く
"
日
本
の
•要
狀
も
亦
多
く
斥
け
ら
れ
た
。
即
ち 

同
條
約
は
英
•
怫
園
の
勢
ヵ
擴
大
を
第
一
目
標
と
し
て
締
結
さ
_れ
た
'̂
'<
0

に
外
來
ら
ず
、
沮
ク
亦
、
•そ
れ
は
损
失
國
と
利
益
调
の
.載
本

大
英

ロ
1ヅ

ク

m
濟
に

於

，け
る
X
業
原
料
の

給
性

七

3£



•:
..'.1

、
ヨ-'
.
.
>
%
:̂
1
!
.
.
''
/
:̂-
.
>
”
戈

 

y
A
d
;i
r
:
r
r
^
:

;-
?-'
;
>
,
^
:
^
.
.
.
J

:J
'-.
«
1
.
.
d 

.1-.

大
英
ブ
ロ
ッ
ク
經
濟
に
於
け
る
エ
業
原
料
め
自
給
性 

七

>,
パ
五
0
ニ)

-•
W
對
立
ゝ
妓
び
に
列
國
間
.の
當
時
の
相
對
的
勢
ヵ
を
永
久
的
.，.に
^
#
せ
'ん
と
す
る
意
圖
を
含
む
も
の
セ
あ
'-
0.た
0
平
和
；̂
;g

に
卷
い
て 

設
立
さ
れ
た
國
際
聯
盟
も
此
の
體
制Q

持
續
を
計
る
手
段
以
外
の
何
者
で
も
な
か
っ
たO 

‘ 

一

. 

.
'

:
最
初
ょ
り
斯
か
る
不
合
理
.な
要
求
を
內
容
：と
す
る
人
爲
跑
な
，，

H

作
に
對
し
、
獨
逸
が
憤
慨
を
感
じ
、
日
•伊
が
不
滿
を
抱
い
た
事
は
言 

ふ
逛
も
な
い
。
而
か
も
戰
後
、
•獨
逸
，の
復
興
、
伊
太
利
の
國
カ
闾
復
が
充
分
で
な
か
っ
た
問
は
-,ツ
.テ
ル
サ
ィ
ユ
體
制
の
、ヵ
も
拔
く
べ 

か
ら
ざ
る
-̂

Q
>
感
ぜ
し
め
、
彼
等
の
所
謂
歐
洲
永
遠
の
平
和
も
可
能
と
さ
、

〈

思
は
れ
た
。
そ
れ
は
又
ヮ
シ
ン
ト
ン
#
議
に
於
て
來
11 

と€

'®
力
に
ょ
り
、
來
龃
に
於
け
る
日
本
-0
.德
出
を
売
全
忆
抑
へ
る
.事
が
出
來
た
0 

.
 

"
.
‘
•

：

• 

*

 

然
し
な
が
ら
、
國
カ
の
消
長
は
祜
に
變
遞
を
迪
る
？
發
展
的
な
諸
國
に
と
つ
て
、
ヴ
土
ル
サ
ィ
ユ
體
制
は
鑛
て
堪
ぇ
難
い
桎
噃
と
感 

ぜ
ら
る
K
lf
c
至
っ
た
。
フ
ア
ッ
シ

.ョ
•研
太
利
の
龅
進
、
ナ
チ
ス
*獨
逸
の
發
展
は
、
'康
商
に
於
け
る
！！1本
の
癦
頭
と
和
俟
っ
て
、
佌
界 

の
三
大
現
狀
打
破
國
の
誕
生
を
窗
し
た
e 

-
/.
■■
 

、

.斯
か
る
際
に
あ
つ
て
、

一
九
こ
九
年
？
 I
3.
1
ョ
ー
.ク
取
引
所
恐
慌
に
端
を
發
し
た
世
振
恐
慌
は
、
来
營
有
の
規
模
と
深
度
を
以
て
、 

备
國
の
經
濟
を
其
の
猫
中
に
卷
込
ん
だ
。
他
れ
の
國
も
國
內
■
要
を
超
過
す
る
過
剩
生
商
物
を
藏
し
て
、
阈
外
に
其
の
捌
ロ
を
求
め
ざ 

る
を
得
な
か
つ
た
。
從
つ.て

#
:

本
中
；義
諸
國
は
、
競
っ
て
保
護
贸
易
主
義
を
採
用
し
.、
國
內
市
場
を
排
他
时
に
M

:せ
ん
と
計
る
と
共 

に
、
自
國
の
植
民
地
領
域
や
勢
力
範
圍
を
、
其
の
獨
占
的
な
販
賣
市
場
と
し
て
確
保
せ
ん
と
努
め
た
。

一
國
に(

ょ
る
»

か
る
手
設
，の
.採 

:觸

::
'

%
'̂
鋇
復
的
.に
他
賴
に
'0
:
'
务
同
方
奸
.の
：適
用
^

%

^

る
。
：
へ
'
一一':'/, 

'

〔

It
':
:
: 

:
::

■I

::
-

」

' 
一

一

：
.
:…

一
 

從
づ
て
市
場
钡
隳
戰Q

.

激

化

.
に

伴

ひ

、

_

世
界
市
場
は
益
i
狹
隙
化
す
る
。
而
か
も
斯
か
る
販
路
獲
得
の
要
球
が
、
常
に
原
料
資
源
獲 

得
の
要
求
と
結
合
し
、
寅
に
亦
戡
本
的
に
は
冰
國
過
剩
資
本
の
投
資
活
動
と
關
、聯
す
る
も
の
で
あ
る
*
は

、
近
代
的
資
本
主
義
活
動
の 

通
則
で
あ
る
。
斯
か
る
情
勢
の
下
に
、
資
本
主
義
列
國
が
恐
慌
党
服
策
と
し
て
選
ん
だ
手
段
は
ブ
ロ
‘ッ
ク
經
濟
の
結
成
で
’あ
っ
た
？
即

.%
そ
れ
：は
各
列
强
'が
自
國
の
政
治
的
、
經
濟
时
勢
範
圍
惠
芄
と
し
て
、
其
の
.內
部
：
^

一：を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
九
義
_

オ
タ
タ
に
開
催
在
作
衣
英
帝
國
經
濟#'
'
議
の
成
果
た
1

牙
タ
ゥ
協
棠
对、
' 大
英
^v

a

ッ
ク 

運
動
强
化
.の
一
段
階
であ
り

、
■

世
界
に
_
_け
る
最
初
の
組
«
的
ブ:»
:グ
'グ
經
濟
の
.形
成
で
あ
つ
た_

1

0

»か
る
1

は
、
、必
然
的 

に
他
列
强
の
對
抗
策
を
招
致
し
た
。

:

相
次
'̂
で
組
織
：さ
れ
た
米
國3
-心
，$
;E
來
ブ
5

ク
、
' 佛
國
屯
被
の
金
本
位
資
ッ̂

獨
*
填
ブ」 

P

ッ
ク
、.
-B
•
滿
ブ
.ロ
ッ
ク
等
は
何
れ
も
軸
を.：一
に
す
る
も
の
で
あ
つ
た
。

而
し
て
各
ブ
ロ
ッ
赢
濟
組
織
內
於
て
：指
導
的
地
位
に

. 

立
つ
.も
の
は
，
無
論
資
本
生
義
的
な
本
國
馨
今
從
つ
て
ブ
ロ
ッ
ク
形
成
運
動
の
他
展
は
、

の

.經
濟
的
闲
■

打

開

.
に

は

役

立

序
 

.ず
、
資
本
主
義
列
强
間
の
：對
立
抗
勢I

化

を

招

來

し

た

。
.
'
即

ち

ブ

ロ

.

ッ
：ク
を
單
位
と
し
て0
相
;5
:

め
勢
:'
*

爭
ひ
.で
あ
り
、
ぃ
今
や
ブ”
 

ツ
ク
を
冲
心
と
す
芩
馨
的
國
家
主
義_が
世
#

經
濟
の
ー
指
導
原
則
と
な
り
來<>
た
。̂

し
て
>
 
ロ
へ
ツ"ク
內
に
於
け
る
經
濟
的
愿
性
の- 

達
成
と
言
ふ
事
ょ
办1>
て
、
./
-原
§

源
0
確
保
如
何
が
最
も
霖
本
的
な
問
題
と
し
ヤ
提
.出
さ
れ
ー
る
に
室
つ
た
。

「

斯
か
名
關
係
に
於
て
、 

本
國
產
出
0
原
棘
資
源
办
食
,

—

民
地
領
域
或
ほ
勢
ヵ
氣
園€>
,未
領
有
'
若
し
ぐ
_

:#
し
七
*

^

^

:經

濟

的

慎

値

德
.^
等

ゎ

不
 

利
な
條
件
に
.立
つ
：諸
國
に
と
つ
て
、
其0
經
濟
的
苦
況
は
ー
勝
激
化
さ
れ
ざ
る
，を
得
な
0̂
:

..此
0
事
情
ょ
苋
し
で
現
狀
打
破
を
自
指
し
_て
擡
頭
し
た
の
奴
前
述
(0
三
國
で
あ
り
、
そ
れ
等
諸
國
の
要
求
ば
.>
具
禮
的
に
^

^
料
-«

::源
铒
分
配 
>

艿
至
は
植
民
地
砘
分
割
問
題
と
.し
.て
璁
は
れ
、)

文
是
れ
*

の
關
«

疋 

な
つ
：た
の
で
あ
る
。

一
九1

U
:

五
年
九
月
米
國
ハ
ゥ
：ス
大
佐
が
縦
誌
■

「

リ
バ
テ
ィ
ー
し
.

」

に
發
表
し
た

，

「

國
際
i

‘！

デ
ィ
.！
ル
論
し
^
 

火

線
.̂

し
て
、
當
問
題
^

關
し
如
何
に
多
く
の
議
論
が
鬪
か
は
れ
た
か
は
尙
記
憶
に
新
し
い
麻
で
あ
る
。

現
狀
打
破
を
企
圖
す
る「

持
た
ざ
る
國」

側
の
攻
勢
に
對
し
、「

持
て
る
國」

側
は
必
然
的
：に
.
現
狀
雄
持
0

方
針
を
似
<>

て
對
抗
ず
る
。

- 

!0

本
の
滿
洲
萆
變
又
今
囘
の
■日
支
事
變
に
際
し
、
'伊
本
利
の
エ
チ
ォ
ビ
ァ
攻
略
に
'

獨
激
の
''
«

植
民
«

^

還
要
求
に
：對
し
、；̂

_

が
聯 

,

大
英
ブa

ッ
ク
鸫
濟
に
_於
け
るH

業
原
料
の
自
耠
饨 

/

七
七
、

(

五

-o
l

s
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v
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_
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久
英
ブ
.ロ'
.ッ
ク
麵
濟
に
於
«•
•
_る，

H

 
業
原
料
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'
' 

盟
を
通
じ
て
の
’國
際
的
協
ヵ
心
下
に
或
は
各
個
に
、
如
何
に
妨
密
的
態
度
に
出
て
ゐ
.る
か
は
、
我
々
に
親
し
い
現
實
で
あ
る
o
併
し
現 

狀
打
破
國
俏
の
嬰
求
は
、
阈
家
と
し
て
の
坐
存
權
獲
得
の
願
望
に
稂
ざ
す
も
の
で
あ
る
以
上
、
.如
何
な
る
靡
擦
を
も
排
除
し
て
迆
ま
ざ 

る
を
得
な
い
。
防
共
樞
軸
を
中
心
と
す
る
日
•獨
•饼
ひ
，確
固
た
る
進
妣
の
前
に
、
現
狀
維
持
阈
側
の
焦
嗷
は
更
に
强
化
さ
れ
る
。
國
際 

聯
盟
の
如
f

今
日
§

全
く
無
力
化
し
た
。
而
し
て
兩
者
間
Q

_
は
益
ュ
激
化Q

傾
.向
に
f

、
？

馨

0
義

I

へ
感
ぜ 

し
め
る
。
■ 

 ̂

,、

.

:

國
際
政
治
•
經
濟
_

面
亡
；於
^

る
_

^

如
き
混
^

^

る
撕
勢
1'
;

奮

各

^

强
|:
:

し

セ

有

黎

把

T

る
爲
め
の
軍
備
の
充
實
を
必
要
な
ら
し
め
る
。
而
か
も
各
國
に
よ
る
國
防
許
聲
の
樹
立
.は
、
單
に
軍
隊
の
雛
持
に
止
ま
ら
ず
、

S

.遼
讀
激
猶
員
準

■

■
|
重

^
最

雜

_
け
；屢

國

0
軍
饊
务
後
维
靡
對
外
：敗
ぬ
^

み
な
ら
ず
、
對
內
的
に
は
恐
慌
克
服
.の
一
手
段
と
し

て

、政
府
に
よ
つ
て
意
識
的
に
其
の
景
氣
政
策
の
一
と
し
.て
採
り
上
げ
ら
れ
た
。

列
國
に
見
ら
れ
る
軍
需
工
業
の
跛
行
的
景
氣
は
其
の
必
然
的
結

娛
-.
-
t
?
-あ
るo

斯
く
セ
列
國
の
‘生
產
活
動
も
琪
エ
業
屮
心
と
な
り
^
國
防

上
の
重
要
資
源
*
特
に
工
業
原
料
に
就
.い
.て
、
夫
.々
其Q

自
給
性
の
變
靖
大
に
努
力
を
續
け
る
。
即
ち
此
點
に
關
し
て
國
防
上
、
政

治
上
の
必
要
と
®
外

•
.對
內
の
經
濟
的
要
欢
は
合
致
す
る
も
の
で
あ
る
。
斯
か
る
關
聯
の
.中
ヒ
あ
つ
て
、
現
下
の
工
業|§

料
問
題
.の
意 

義
は
益
2
大
で
あ
る
。 

.

：

，

，
.

欲
し
て
^

た
ざ
る
國」

側
が
其
の
要
求
實
現
の
爲
め
に
採
り
來
り
又
採

•り
.つ
、
あ
る
政
策
•

手
段
に
就
.い
て
は
、
夫
々q

國
物
宿
の
對 

外
的
並
‘に
愛
內
的
事
情
が
見
出
さ
れ
る
。
從
o

て
夫
々
に
就
い
て
の
考
察
は
勿
論
必
要
で
あ
る
。
他
方
*

「

持
て
‘
る
國」

側
に
就
い
て
見 

る
な
ら
ば
、
米
國
が
共
の
沉
米
主
義
を
楣
に
、
可
及
的
に
米
大§

1

以
外
の
紛
淨
よ
り
遠
ざ
か
り
、
佛
國
が
其
の
政
治
的
•
經
濟
的
勢
力
低 

下
の
傾
向
忙
懷
み
、

ソ
職
も
亦
聊
か
消
極
的
態
度
を採

！； o

現
往
に
於
て
、「
持
た
ざ
，る
國」

側
の
製
求
に
對
し
て
、•
常

.に

精

極

的

な

反

撥

.を
舞
べ
課
，̂

：比
英
_

&雜
る
杰
#
國
0:
:
百
盼S

倍
to
福

有
す
る
英
國
が
.
此
の
國
際
的
問
題
、に
對
し
.て
最
も
深
い
關
心
を
寄
せ
る
の
は
蓋
し
I
然
で
あ■ る

*"

從
つ
て
原
料
資
源
抑
分
配
問
題
を 

扱
ふ
に
際
し
て
、
英
國
が
如
何
な
.る
程
度
に
於
て「

持
て
る
國
„

」

.で
あ
る
か
の
游
察
は
、
.芷
に
其
の
.第
.ー
階
程
>
爲
す
べ
き
で
あ
る
。
此 

.の

.意
味
に
於
て
、
本
稿
に
於
て
は
犬
英
ズ
ロ
”
ク
經
濟
內
に
お
け
る
原
料
資
源
が
自
給
性
如
何
を
檢
討
せ
ん
と
す
る
。
此
ひ
場
合
考
察 

は
英
本
國
を
中
心
に
行
は
れ
る
o
'換
言
す
れ
ば
大
英
ブ
0
ツ
ク
内
に
於
.て
莢
本
國
が
如
何
な
る
程
度
に
^
！給
性
を
確
保
し
得
る
か
の
問 

題
で
あ
る
。
此
の
事
は
冗
來
ブ
ヲ
ソ
ク
經
濟
な
る
も
の
が
、
本
國
-

Q

資
本
主
_
的
利
密
‘に
遨
い
て
結
成
さ
れ
た
必
然
的
歸
結
で
あ
，る
。 

.所
で
廣
義
の
原
料
資
源
に
於
て
讨
食
料
も
亦
包
含
さ
れ
る
。
殊
に
英
國
に
就
い
で
食
料
の
自
給
性
如
何
は
極
め
て
幣
要
な
問
題
で
あ 

る
。
共
の
故
に
筆
著
は
足
れ
を
別
の
機
會
に
讓
り
、
本
稿
に
於
て
は
先
づH

業
：原
料
に
就
い
て
の
み
分
析
を
進
め
る
。
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.
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「

持
て
る
國
Lと
し
て
の
英
國
の
原
料
問
題
は
*
旣
述
の
如
く

-̂
ハ
の
大
英
ブ
ロ
ッ
ク
經
濟
內
に
於
け
る
自
給
性
如
何
の
問
題
で
あ
る
。

そ
.こ
で
本
問
題
の
分
析
.に
先
立
つ
て
、
' 大
英
ブ
•ロ
ッ
ク
經
濟
の
形
成
過
隞
に
就
い
て
、1

應
觸
れ
ょ
ぅ
と
思
ふ
。

、
現
注
見
る
が
妯
き
大
英
ブ
.口，ッ
ク
經
濟
形
成
'へ
の
努
力
は
一
九
三
〇
年
前
後
に
始
ま
る
と
解
さ
れ
る
。1

九
ニ
九
年
の
ビ
ー
ヴ
ァ
ブ

ル
ッ
ク=

：!

ザ
ミ
ア
の「

帝
國
十
字
軍
し
運
動
、

一
九
三0

年
の
銀
行
家
宣
言
を
通
じ
て
、
英
國
に
於
て
.保
護
貿
易
政
策
採
用
の
機
運
が

赛
し
く
强
め
ら
れ
た
。
而
1
て1

九
>三
〇
年
十
月
の
英
帝
國
會
議
に
於
て
、

一
年
後
に
於
、け
る
英
帝
國
經
濟
會
_
の
開
催
を
決
議
し
、

是
れ
に
從
つ
て
ニ
'九
三
ニ
¥
七
月
ォ
タ
ヮ
會
議
が
開
が
れ
た
の
セ
あ
る
。

. 

'

•

併
し
乍
ら
、
少
し
く
歷
史
的
に
囘
顧
す
る
.な
.ら
ば
、
其
の
植
民
地
領
域
乃
至
は
勢
ヵ
範
圍
を
自
陶
め
，支
配
下
に
確
做
せ
ん
と
の
英
國

の
'企
圖
は
、
十
九
世
紀
末
に
遡
る
事
が
出
來
る
。
即
ち
一
八
八
七
年
产
ン
ド
ン
に
開
催
さ
れ
た
第
一
囘
植
民
地
兪
議
は
英
本
鼢
と
植
民

.大
英
ブa

ッ
ク
經
濟
に
於
け
る
工
業
原
料
、の
自
絡
性 

く 

七
‘九

S

O

S



大

-英

プW

ッ
ク
經
濟
に
，於
け
るH

業
原
料
の
自
翁
性 

.

，

八
〇

(

芄
〇
六)

地
間
の
關
聯
を
密
接
化
し
、
漸
ぐ
攛
頭
し
來
つ
た
獨
•
••
#
の
資
本
虫
義
勢
力
へ
の
對
抗
を
目
檩
と
.す
る
も
の
で
あ
づ
た
。

十
九
#
紀
中 

葉
迄
は
英
國
は
其
の
資
本
主
義
發
浪
ひ
先
進
性
の
故
を
以
て
、「

佌
探
の
エ
場」

た
る
地
位
を
觀
る
事
^
出
來
、
共
の
限
り
^ ,
國
對
外
政 

策
の
甚
調
は1

實
せ
る
自
由
貿
易
主
義
で
あ
.つ
た
。
そ
し
て
又
、
興
の
時
期
に
.あ
つ
て
は
、
植
！̂
地
經
營
費
用
の
過
大
を
理
由
と
し
て 

植
民
地
放
齡
或
は
植
揭
地
*0
獨
立
分
離
慫
慂
の
議
論
さ
へ
可
成
り
有
ヵ
に
行
は
れ
た
。
.然
し
世
探
經
濟
(0
共
後
の
發
展
は
、
先
領
有
' 

植
民
地
.̂

舞
甕
と
す
る
各
資
本
主
_
勢
力
の
，抗
爭
を
惹
故
し
、
英
國
も
亦
共
の
爭
藓
戰
に
參
加
す
る
と
共
.に
、
旣
®

域
の
派
保
に
努 

力
せ
ざ
る
を
得
な
か
つ
.た
の
•で
あ
る
d 
ニ‘八
七
〇
年
代
ょ
り「

大
英
帝
國
し
.の
結
合
に
向
つ
て
の
主
張
.は
、
英
國
輿
論
中
に
於
て
漸
次
有
- 

力
化
し
， 

1

,八
七
四
年
グ
，ラ
ッ
ド
.ス
ト
ー
.ン
.の「

小
英
國」

內
開
瓦
解
後
は 

> 
デ
ス
レ
リ
ー
を
首
.班
^
す
る
保
守
黨
の
帝
國
主
義
的
政
策 

の
ノ
開
始
と
な
ク
た
の
で
あ
る
.

(
驻
>

.

6)

其
の
*チ
ス
レ
マ
當
-A
さ
へ
、
一
八
四
〇
年
代
に
於
て
は「

小
英
國
主
義
者
し
の
一
人
で
あ
つ
た
3)
¥
は
*

_々
ーー
|十
年
-間
に
於
け
る
苑
園
 々

的
經
携
及
び
.
m思
經
傭
の
惫
激
な
る
變
革
を
.示
す
一
例
證
と
し
'

興
味
深
き
點
で
.あ
る
。

.

前
述
の
.

一
八
八
七
年Q

植
民
地
會
_

も
亦
、

•
時
代Q

要
求
に
應
ず
义
もQ

に
外
な
ら
な
か
つ
た
。
同

鑫

に

於

て

は

窗

國

防

： 

問
題
と
通
商
問
題
が
生
た
る
議
題
と
さ
れ
、
前
#

に
關
し
..て
は
、
如
.
療
等
の
國
防
費
負
擔
に
就

い
て
了
解
が
成
立
し
た

に
も
拘
ら
ず
、 

後

者

に

關

し

國

1

關
税
問
題
.が

議

3

れ
た
ま
、
未

撰

S

つ
た
。
此

Q

事
は
.

1
.

八

九

翠

Q

第1

ー

间

驚

地

嘉

に

於 

て
も
略
々
同
様
で
あ
つ
た
。
然
る
,̂

其
後
一
.
八
七
九
年
の
第
三
囘
植
風
地
會
議
に
於
て
始
め
て
、
本
國
と
植
民
地
間
の
經
濟
政
策
に
就
、
 

‘

い
て
或
程
度
の
了
解
が
行
は
れ
、
帝
國
間
特
惠
の
障
害
と
な
る
が
如
き
通
商
修
約
の
廢
棄
が
決
議
さ
れ
た
。
當
時
，の
植
段
相
ジ
ョ
セ
フ
•

チ

H

ン
バ
ー

レ
、ィ
ン
は
典
型
的
な
帝
國
主
義
者
と
し
て
活
躍
し
、
特
に
帝
國
貿
易
の
策
榮
化
.に
力
を
盡
し
た
0

斯
く
て
十
九
'1
1
|
:紀
末
ょ
り
、
 

‘ニ
十
徙
紀
初
頭
に
か
け
て
へ
英
國
の
質
易
は
絕
對
的
に
は
大
.な
る
進
展
を
見
.せ
た
が
、
其
0'
.
反
面
、
來
.«

獨
£>

進
出
は
か
ぃ
發
^
的
で
ぁ

妙
，
英
國
は
世
界
貿
易
參
加
率
に
於
て
，
.相
樹
的
に
は
減
谌
の
傾
向
を
示
す
に
至
っ
た
？
然
し
て
國
杓
に
於
て
保
護
貿
易
の
，中
：張
が
渐 

次
輝
化
さ
れ
た
，に
も
拘
ら
ず
、
.英
國
.の
傅
銃
的
自
山
主
義
涊
想
は
、
，是
れ
を
踏
倒
し
去
る
程
尙
優
勢
を
保
ち
得
た

。
.

.

,.V 

-

此
の
ni
l
.
、「

加
奈
陀
は
一
八
九
七
年
以
來
本
^
並
.に
其
他
英
國
屬
領
牠
に
對
じ
て
片
務
的
,#
葸
關
税
制
度
を
施
珩
し
-、

マ
九
〇
三
年
新
'.', 

西
蘭
が
逄
れ
に
倣
っ
た
が
、
未
だ」

般
的
と
は
な
り
得
な
か
っ
た
。
特
に
+

九
0
五
年
倮
守
黨
內
閣
.の
.解
散
後
は
、
所
謂
チ
モ
ム
.パ
ー 

ラ
ズ
沐
麻
¥

•̂
會
議
：藍

.で
帝
國
特
谳
關
霞
題
择
自
氣
办
崔
脹
法
相
展
才
名
爲
め
”
：
：：
ー
#'
0'
闲
難
ね
遭
遇
1>
'
た

ネ
 

. 
」

：で
あ
勘
驗
者)

で
；ぁ
る
ヵ
夺
ダ
#
相
の
.活
躍
.に
：.
_取
、
.
»程
度
必
：特
惠
妨
認
_
.ら
れ
^

 ̂

, 

:の
經
濟
的
•政
：治
的
勢
激
は
漸
教
嬸
固
た
る
：她
位
：に
■
^

0

$ぁ
^

植
：贤
地
會
議〔

の
名
稱
金
_
阈
會
議
^
改
め
名
事
或
比
洎
洽
_
泯
地
:' 

を
自
治
領
と
改
稱
す
る
事
等
の
決
_
が
同
會
讁
に
於
て
行
は
れ
た
。
斯
く
て
此
の
會
議
の
中
合
せ
に
ょ
り
、
第
一
囘
帝
闕
會
議
が
二
九 

一
二
年
に
闘
催
さ
れ
、
國
防
•
外
交
の
兩
問
題
が
主
要
な
議
題
と
さ
れ
た
。
.
.

X

へ：#

典
次
戰
中
忙
枣
P

て
^

】

：
：
!

.
 一
 

■

年
植
M

湘

淹

.寒

#

補
.戰
時

-

位
を
確
立
し
た
外
、
印
度
も
亦
主
要
な
地
位
を
附
與
せ
ら
れ
、
'戰
爭
有

的
、の̂

奴
に
本
國
と
自
治
領
其
他
と
の
間
に
於
け
る
原
料
食
料 

一̂

供
給
間
彌
が
敢
极
故
き
激
パ«

_

,乘

の

解

度

ぬ

警

會

議

虼

變

も,

.領
間
の
經
濟
的
結
合
は

1

段
と
緊
密
化
さ
れ
た9
而
■か

も

大

戰

，
中

に

於

け

，
る

自

治

贤

.の
地
位
向
上
は
、
其
後
の
英
帝
國
會
議
或
は
國
際 

的
會
讁
に
際
し
て
極
め
て
顯
著
と
な
り
、
：即
ち
茲
に
英
典
同
國
家

C
B
T
i
t
i
s
l
l
n
o
l
n

'so
n
w
e
a
l
t
h

 

o
f

 

N
a
t
i
o
n
s
)

め
蕺
礎
が
築
か
れ
た
と.

.菟
ら
れ
る
'0
，其
後i

九
一
十1
年
.の
首
相
會
議
を
經
て±

三
部
に
帝
國
會
議'が
行
，は
れ
、'
是
に
'は
新
た
.に
.ァ

ィ

ル

ラ

ン

.

—

_

甶

國

亦

參

加
 

I

气

P

年
英
帝
國
經
濟
會|

#

行
的
I

か
れ
、’
帝
國
的
結
合
め|

を
_

的
と
し
た
.が
、
S

售

S

力
擴
大
は
漸
く
確
固 

大
英
プ
_t>
ッ
ク
鹤
濟
に
於
け
1
エ

業

原

辑

の

自

粉

牲

,ぐ

A
,
.
一
 

.

S

O

S
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鶴
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^
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讀

每

義

^

®

^

^

翼̂
為
響
^
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^
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^

§,

, 

'
パ

，
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•
へ
 

' 

、

- 

,

• : 

* 
、 

y
 

'

.、火

.莢
ブ
R
ッ
.ク
鸫
濟
k
'於
け
る
.工
業
原
料
の
自
铪
性
.

.

‘ 

八
.ニ 

Q
f
o

八)

た
る
も
.の
：と
な
り
ノ
骢
て
■•一
 
九
，ー
'5
年
自
治
領
省
が
植
民
省
ょ
り
分
離
し
炎
。
斯
か
各
自
治
領
の
捧
頭
は
■%
大
戰
中
を
通
じ
て
そ
れ
等 

.，が
本
國
へ
0
原
料

»
食
料
供
給
地
と
し
.て
0
役
割
裏
し
た
反
面
，に
於
て
'
'良
治
顧
及
印
度
等
の
颔
域
自
身
の
資
本
主
_
化
が
观
他
さ 

れ
、
殊
に
輕
エ
業
の
著
し
ぃ
發
展
を
見
た
爲
め
、に
外
な
ら
な
い
。
楚
等
，領
域
め
經
濟
的
獨
立
性
へ
‘の
接
近
は
、
本
國
へ
の
依
#
關
係
を 

•舔
鷀
^
遵
く
も
の
で
，あ)

る

,0
加
之
ノ
戰
後
に
於
け
る
英
本
國
_

列
國
の
英
國
M -
領
に
對
す
る
賀
易
の
進
出
は
、
本
.本
國
の
利
益
を
脅 

か
し
て
、
‘英
本
國
士
'其
屬
領
間
の
>經
濟
關
係
の
弛
緩
に
拍
苹
を
か
、け
る
も
の
で
あ
つ
た
。
從
つ
て
.

V

九
ニ
六
年
の
帝
國
會
議
も
*
其
の
.' 

.
經
濟
的
湘
關
性
强
化
に
關
し
て
は
、■
殆
ん
ど
效
果
を
擧
げ
な
か
ク
.だ
。
'
: 

V
 

•
然
る
に
世
界
恐
慌
'の
.傅
播
と
深
刻
化
は
、
.英
本
國
を
著
し
>
經
濟
的
不
況
に
陷
れ
龙
の
谷
な
ら
ず
>
.自
治
領
、
其
他
場
領
を
も
激
し 

い
©

に̂
格
込
ん
だ
。
本
國
が
エ
業
製
品
の
捌
ロ
を
泶
め
‘て
苦
心
し
た
，に
反
し
、
倚
多
分
に
原
料
*食
料
生
產
地
た
る
0
地
份
を
保
ち
つ 

X
あ
つ
..た
自
治
領
其
他
屬
領
の
受
け
允
打
嚷
は
一
僭
甚
し
如
つ
，た

。
，
從

つ
て
.英

本

國

七

し

て

は

、
是
れ
を
機
會
に
相
互
の
經
濟
關
係
を 

締
直
し
ー
屬
領
を
け
■る
英
本
國
の
優
先
的
地
位
を
再
確
立
す
る
と
共
に
：、
併
.せ
て
本
況
o
打
開
を
針
ら
ん
と
し
た
。
.否
寧
ろ
"
諸
列
强 

が
邻
つ
て
保
譴
政
策
を
探
用
す
る
に
對
抗
し
て
’
內
國
市
場
の
狹
隙
な
英
國
資
木
生
義
の
利
害
ょ
ゎ
考
ふ
れ
ば
、.
斯
如
る
準
內
國
哺
場 

Q

獨
内
强
化
に
向
つ
セ
努
カ
す
^
事
は
必
然
的
な
傾
向
で
!̂
あ
0
た
。
：，
•
.
♦
,
.
'
'
.
.

-斯
か
.る
環
境
に
於
て
，.
大
英
帝
國
内
自
由
貿
易
を
標
傍
し
て
、
旣
に
，

ril £

し
た
如
き
保
守
黨
員
ビ
ー
ザ
プ
、
.
ブ

ルッ
ク
等
の「

帝
國
+ 

字
軍」

，運
動
が
起
多
れ
气
彼
等
は「

合
衆
帝
阈
黨J.

を

組

；織

し

て
.、
保
守
黨
首
ボ
ー
ル
ド
ゥ
イ
>
に
典
の
提
案
の
採
相
を
喪
請
し
た
。 

若
干
，.の
视
鑠
€
.後
、
ボ
V
ル
ド
ゥ
ィ
.ン
も
此
0
主
張
を
容
認
す
る
に
至
つ
た
。
斯
く
て
二
：仇
三0

年9

帝
國
_
會
に
於
て
は
、
主
と
し 

て
_

打
開
を
目
檩
と
し
て
、
經
濟
問
經
が
娘
上
げ
k
れ
た
が
、
實
質
的
に
，は
制
等
の
解
決
を
贏
ら
さ
ず
，
，
一.切
はI

年
後
に
開
か
る 

ベ
き
英
帝
國
經
議
に
延
期
さ
れ
た
。
此

,<
D
聞
同
年
七
月
の
莢
國
大
銀
行
家
<D
.保
_
貿
易
宣
言
は
"
自
由
主
義
か
ら
1

政
凍
：み
:0
::
'':

移
行
の
必
然
性
を
暗
未
す
る
も
の
で
あ
り
、
斑
に
翌
.三

一

年

，の
金
.本
位
離
脫
を
機
會
に
しV

、
-

そ
の
-決
廣
轉
向
が
實
現
さ
れ
た
。
即 

ち
、
，三

一

苹
ナ一

月
め
非
常
‘輸
人
關
税
法
、
翌
三M

年
二
月
の
恒
久
的
保
護
關
税
法
の
制
定
等
は
典
の
具
®
的
表
現
で
あ
る
。
叙
上
の 

經
過.Q

後
に
、
オ
タ(

ヮ
龠
議
は
、
.豫
定
ょ
り
遲
れ
て
一
九
ー
合
.年
.七
月
に
观
他
さ
れ
た
0
,英
本
國
を
始
め
、加
*響
愛

.新
西
蘭
*南
阿
？
 

一
一
ユ
i

フ
ア
ゥ
ン
ドi

フ
ン
ド
•印
度
•南
ロ
ー
デ
シ
ャ
の
九
:̂
ft
；
敦
が
是
れ
に
參

加

-u
:
、#
徽
に
對
す
る
英
本
國
の
期
待
は
頗
る
大
な
る 

も
の
が
あ
つ
た
。
會
議
に
於
て
は(

一)

一
般
貿
易
關
係
*
.

(
一
0

通
貨
及
金
融
問
題
、(

H)

通
商
勘
宛
§

一
羽
目
が
議
か
と
せ
ら
れ
た
。
- 

主
た
る
問
題
は
英
帝
^

:
質
易
に
關
偏
あ
る
通
商
及
び
關
税
政
策
で
あ
'
 
即
ち
英
帝
亂
內
の
留
易
te
相
互
の
協
定
に
從
つ
て
關
税
障 

壁
を
抵
下
す
る
事
に
’ょ
つ
て
英
帝
國
ブ
ロ
ッ
ク
の
結
成
を
遂
げ
、
同
時
に
外
國
に
對
し
て
ほ
相
對
的
に
關
税
障
壁
を
高
め
、
こ
れ
を
武 

器
と
し
で
諸
外
國
と
の
間
に
同
様
の
協
定
を
，結
ば
ん
と
す
る
の
.で
あ
石
。
ノ 

.

.

.

然
し
て
會
議
の
結
课"
各
種
の
決
議
へ
貿
易
に
關
す
る
も
，の
、
通
貨
及
び
金
融
に
關
す
る
も
の
工
業
に
關
す
る
も
の

)

及

.び

英

國

と

各
 

'.
:
|
®
間̂

並

が

：
に

各

屬

靜

梢

5*
聞
办
_

甑
協
宠
水
廣
立
ぢ
喪
ぜ—

»
奮

_

吩
尤
*

芄
：的
特
^

酸
に
關
し
て
は
ボ
ン
ド
貨
流
通
維
持
に
陆
つ
て
の
自
治
領
の
援
助
が
約
さ
れ
、
X
業
に
關
し
て
は
英
帝
國
內
各
領
域
に
於
け
る
工
業
の 

適
切
な
る
分
布
と
銃
制
的
開
發
が
決
め
ら
れ
た
.0
然
し
て
上
述
の
決
議
を
具
體
化
し
て
、
英
本
國
と
凰
領
間
及
び
歸
領
相
五
胼
に
十
數 

個
の
協
定
が
締
結
さ
れ
た
。 

' 

’ 

' 

’ 

,

• 

■ 

抑
々
'本
會
議
は
參
加
國
相
互
の
關
税
引
卞
げ
に
ょ
つ
.ズ
帝
國
|內
貿
易
を
好
轉
せ
し
め
、
延
い
て
k
世
界
質
晷
全
脱
の
復
興
、
世
#
不 

況
.の
囘
復
を
公
级
の
目
的
と
し
た
。
然
し
斯
か
る
市
場
の
觸
占
化
が
世
界
市
場
の
”擴
大
に
尚
つ
て
何
等
の
質
献
を
撤
ら
さ
な
か
.，つ
た
琪

I 

. 
-. 
i~

.

- 
-■ 

• 

' 

» 

-
;
.

は
言
ふ
迄
も
な
い
。
大
英
ブ
ロ
‘ッ
ク
經
、濟
の
派
成
は
他
の
諸
列
强
に
ょ〗

る
ブ
で
ソ
ク
結
成
を
隨
伴
1
た
。
斯
く
て
そ
れ
は
對
外
的
に
は 

布
場
爭
奪
戰
の
激
化
し
か
結
梁
し
な.か
つ
た
。
更
に
對
內
的
に
見
れ'ば
*

そ
れ
は
本
國
の
利(

舱
確
保
を
甚
本
的
要
汆
と
丄
た
ノ
從
つ
て

大
英
ブ
ロ
.ッ
グ
.棘
濟
に
於
け
るH

業
.原
.料

の

自

耠

蚀

■ 

,
八
与

.

-S
0
九)



大
英
ブa

ッ

-'
f
經
濟
に
於
け
る
エ
業
原
料
の
自
給
、愧

-
/
. 

,
,

八

四

(

五J 

o

)

'■
M
領

CD
H
業
的
發
股
を
抑
べ
る
事
に
其
の
隱
れ
，た
る
目
的
が
存
じ
た
？
然
か
‘
英
國
に
と
つ
て
は
、.
.元
來
そ
の
主
要
な
y

M
領
を
自
治 

主
篛
に
任
せ
た
だ
け
忆
、
統
制
は
極
.め
，て
茧
難
で
.あ
つ
た
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
旣
述
の
如
ぐ
、
楚
等
M
領
の
經
.濟
的
苦
況
を
巧
：み
に 

利
用
じ
て
.、
兎
も
角1

箇
の
ブ
.ド
ッ
ク
經
濟
に
ま
で
結
成
し
妈
た
事
は
、
英
本
國
.に
と
つ
て
比
確
か
に
一
つ
の
成
功
で
あ
つ
た
。
オ
タ 

ワ
會
議
や
成
粜
に
關
し
て
は
ノ
英
本
國
の
み
な
ら
ず
各
屬
領
に
於
て
も
-
賢
杏
雨
論
の
批
判
.が
與
べ
ら
れ
る
。
然
し
其
後
の
祉
根
經
濟 

め
發
展
過
程
に
於
て
、
ブa

ッ
キ
广
ム
が
一
般
化
し
、
經
濟
的
國
家
主
義
が
普
遍
化
し
た
現
^T

大
英
ブa

ッ
’ク
經
濟
は
、
內
部
に
幾 

-

多
の
闲
難
を
包
藏
じ
つ
V
、
'尙
且
つ
最
も
强
ヵ
な
る
も
の
と
解
さ
れ
て
ゐ
る
o
特
に
原
料
資
源
或
は
植
民
地
稃
分
配
問
題
を
啡
心
に
國 

際
的
對
立
の
纈
著
と
な
■つ
た
際
に
、
火
英
ブ
r»
ッ
ク
經
濟
組
織
の
有
す
る
意
義
は
決
し
て
小
な
り
と
は
言
ひ
得
な
い
。
昨
年
末
の
英
米 

通
商
協
定
の
成
立
を
喪
機
ど
し
て
叫
ば
れ
る
大
英
ブ
&
ッ
ク
經
濟
の
崩
壞
は
過
大
，に
評
惙
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
オ
タ
ワ
協
走 

の
修
IH
で
は
あ
つ
て
も
、
決
し
て
そ
，の
全
面
的
解
體
を
意
味
す
る
.も
の
で
は
な
い
。
此
め
點
に
就
い
て
は
結
語
t
於
て
後
述
す
る
？
以 

下
次
項
に
於
.て
っ
持
て
る
國」

と
し
で
0
大
英
帝
國
ひ
原
料
資
源
.

(

エ
業
原
料)

の
自
給
蚀
に
關
し
て
實
證
的
分
柝
を
試
み
ょ
ぅ
0 

.

, 

.

H 

'

:ー
原
料
資
©
輿

翁

問

題

0'
-
擡
頭
士
共
：に
.、
：：:*
0

#晁

蟄

寨

_
の
：

ば
一
九
三
五
年
に
於
け
る
重
要
原
料
資
源
.の
世
琚
產
額
と
主
要
生
產
國
の
比
荜
を
示
せ
ば
後
^

八
五
頁)

Q

如
く
，で
か
るO (

資
源
域
、

:

列
國
の
原
料
資
源
‘
；缠
報
第
中
六
號
：_
:|;
\
芷
«
。)

ハ
'
:
:
5

、
然
し
問
題
は
單
に
產
額
如
■何
の
み
に
#
せ
ず
し
て
、
原
料
.資
源
の
.需
給
關
係
都
何
に
布
す
る
。.經
濟
的
自
給
®

の
確
立
が
現
時
に
於 

て
列
國
の
競
箏
目
標
た
る
事
を
考
ふ
る
な
ら
ば
、
國
內
！§

要
を
國
內
生
產
を
以
て
、
如
何
な
る
程
度
に
充
た
し
得
る
か
を
明
か
に
す
る 

事
は
極
め
^

1
で
あ
る
::
0
:
:
:
:

向
.じ
<-
資
源
局
の
«
奪

ゆ

ょ

：れ

ば

後

揭

贫

泠

唇

0
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英 本 國 (1935) 

印 度 (1昶5)

卞 ダ 

洲(1935)

2749 ,55 ‘ 275

1.979 400 65

35G, 99 5

128 8 13

2 529 

.2.314 
伽  

123

牛 ^ 英  

和 印

、本 國

度

英 木 國 167 ' : . -- - • • • • • • 80 -•••.*

m ■, ' .來 63 359 19 ' 534 * 63 ”  • * ”

セ イ ロ ン 5 s a -• - • * • • … 5L； <> • • • • • •

ボ ル ネ . ォ •......... パ30 * *• »••••_ •♦•♦.♦参

印 . 度 15 i3

力 ナ ダ（1935) • * * • * • .丨 ‘ . ■ 27 *• ......バ 27

S 坐 產 輸 人 . 輸 出 n 需 要

■ , ⑷1S0H規在），
1.720 ■ . 7.205 276 2.040

c m )
0.609

1.780 11.443 898 7.828 2.270 4,023
c 同 ）

251250 4.244 . . . . ■■— . 3.963 、 280 .

：. — 1.945 — ♦* • 1.945

108 1.212 111 1.209.

38:1 48.9 ' 473.8 198.0 40.8 •322.0

•  * *  * 45.4 12.4 26.6

10.4 449.1 1.7 410.0 C.3 44.9

18 4 133.8 0 13S.0 13.1 3.1

10.4 129.3 1-9 120.0 8.2 13.4
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ぐ
，
：
坐

：
ゴ
，
ム
：
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\
'珙
位

千

瓲

)

火
英
ブ
W
1ク
鸫
濟
に
於
け
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業
原
料
の
_
耠
性
.

資
源
名

燐

鑛

石

r\
m
位
千

り

國 名

英

濠

本 國

洲

ナウル島及び 
： す一:シヤン島 

クリスマス諸岛

‘ イ チ エ ル ス

m 阿 聯 f 邦

ァニa 英  

力

本

ナ

石

炭

瓲

一
英
：
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'印

：

V:

力
，，
福
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.
:南

：ヵ
瀠
新

A
千
瓲) 

褐

炭

右

舉
位
千

英

力

療

印

.木

ナ •

. 阿 聯

，ナ . ;

四

本

，ナ

.國ダヘ國度ダ洲邦

..ダ洲翮國ダ，
洲度

ク
ス

翠

トリンダツト及
ト 、パ ゴ

、ボ ル . _ ネ オ V,

英 本 . 國  

愛 . 關 自 由 國  

m > 阿 聯 ：邦

^ . ナ ダ

印 … 度 

m--，洲(1935)
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り持越 : . 坐 產 輸 入 織 出
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• • • •. *.• 0.2 G13.0 » * * ♦ _ ♦ »
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’ペ人、....f.- ' 

■ • • » • 參•
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- *  S •

4 ."
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：■ ■ t r:
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；：1 ；.i .i
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11.552 51 932

* ft • • - k * 14.841 * 23 • 2,307

• • • • • • •. • 3.505' , 4 ' 9
• * • • •拳 3.094 • • • •

1.311 .•曹 • •

121 2.068
V• “ 193 5.212 . 0
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1.3X3
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2.18 L
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.21

2

,1 4  
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1
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'、■ • づ
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 185*007

 , 21}.285

“ 1 25.428

 10.671

 .............12.557

31500 
.,，*• • * 3*094

• ••*"•’ 1«311

•••••• 2.189

• • • v  • 5.405

  1*299
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• • 685

“  “  “  25,818

• • ♦ • • • 132 
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乾
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ぞ
菸
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ぞ 

V
.
名
^
J'
\

•;
;
.̂'
'
_?-
v-s
«
么
：'-
|
^
.
論

:

て

大
英
ブ
ロ
プ
ク
經
濟
に
於
け
、る
士
_
原
料
0
.自
給
性 

'
、

.

.

.

. 

.

丸

四

(

§

'0)

前
揭
©
歡
表
に
-ょ
つV

、

大
类
帝
國
が
重
.耍
エ
業
原
料
に
就
い
て
、
如
御
な
る
需
給
關
係
に
あ
，る
.か
を
知
得
た
。
而
し
て
大
英
ブ 

ロ
ッ
ク
^
に
於
て
、
避
等
の
も
の
が
相
互
に
特
戚
的
に
融
通
さ
れ
，て
ゐ
る
事
を
思
ふ
，な
ち
ば
、
M
料
自
給
に
關
し
て
^

&
に
同
ブn

ッ 

ク
が
.强
カ
で
あ
る
か
が
容
混
に
推
定
さ
.れ
る
。
辣
に
此
‘
.の
關
顧
に
於
て
英
本
國
が
受
け
る
利
益
は
莫
大
で
あ
.

2̂

 

.大
英
带
國
を
單
位
と
- 

し
て
考 
へ
れ
ば
、そ
れ
は
北
尤
合
衆
國
と
讲
に「

持
て
る
國」

の
優
た
る
者
で
あ
る
事
が
理
解
ざ
れ
る
。
例
へ
ぱ
資
源
局
の
^
资
に
從
ひ
* 

各
歹
强
本
國
の
生
產
と
夫
々
の
植
民
地
領
域
ょ
り
ー
の
坐
產
を
合
一
し
て
、
址
报
產
韻
に
對
す
る
比
率
を
示
せ
ば
後
摘(

九
五
寅)

の
如
き 

結
果
が
得
ら
れ
る
。
英
吉
利
，に
就
て
は
自
治
領
を
始
め
其
の
全
屬
領
を
包
含
し
た
も
の
で
あ
るo 

(

資
源
局
、
.前
^
»
十 

一
I
十
二
頁)

’ 

斯
くv

「

持
て
る
國
皂
し
て
の
大
英
带
國
が
如
何
に
優
越
せ
る
地
位
に
，あ
る
か
が
‘明
诌
と
な
つ
た
0
然
し
斯
か
る
ブ
ロ
ッ
ク
經
濟
組
. 

織
、を
以
て
し
て
も
完
全
な
.る
自
^M

足
は
到
*
望
み
得
な
い
。

英
國
の
王
立
國
際
問
題
硏
究
看
の
'調
資
«'
吿

，に

從

へ

ば

、

大

英

帝

®1
i

.t
て

、
.輸

出

可

能

な

ほ

ど

.餘

剩

あ

 >

る
原
料
資
源
十
四
、
大
體 

自
給
し
得
f

Q
九
に
對
し
、

一
部
分
外
_
資
源
に
依
存
す
る
も
の
二
、
大
部
分
又
は
全
部
を
-外
®
資
源
に
依
仔
す
る
も
の
九
を
算
ふ 

る
の
で
あ
る
。
今
北
ハ
の
簡
式
を
引
用
す
れ
ば
後
»

九
ー
ハ
頁)

の
如
し
0 (
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h
e
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西
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:

即
:̂
:

大
荚
帝
國
全
瞭
ど
1>

て
：見
：て
冬
、
.
石
効
、
：生
糸
，
加
里
、
；臃
類
：

硫
黄
に
不
充
分
を
見
出
す
。
但
し
石
油
に
於
て
は
イ
ラ
ン
及
ィ
ラ
ー
ク
に
於
け
る
英
1
管
理
の
汕
W
よ
り
相
常
量
.の
供
給
を
受
け
、
丨
且 

つ
資
本
的
に
は
笊
國
と
相
並
ん
で
世
界
の
石
油
資
源
の
‘一
半
を
確
、保

し

H

ゐ
る
。
又
,̂
花
もH

デ
ブ
.ト
よ
り
可
成
り
の
供
給
を
得
る
。 

從
つ
て
英
帝
國
は
他
の
諸
國
に
比
し
て
、
.極
め
て
菔
ま
れ
た
狀
態
に
あ
.る
ふ
，ー
一
ー
日
つ
て
差
支
な
い
。

唯

英

帝

國

の

領

域

が

世

#

各

地

に

散 

在
し
て
ゐ
る
泰
實
は
、
原
料
確
保
の
上
か
ら
言
つ
て
t
著
，し
•い
不
利
な
條
件
で
あ
る
。

f

朝
有
r>
忆
滕
し
、
英
國
海
軍
が
敵
國
に
よ
り 

抑
壓
さ
れ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
.事
態
は
極
め
て
重
大
化
す
る
。
即
ち
英
國
工
業
は
原
料
補
給
の
途
を
失
ひ
、
延
い
て
は
英
國
杭
戰
カ
の 

衰
下
を
意
味
す
る
：で
.あ
ら
ぅ
。
.か
.る
が
故
に
英
國
：は
常
に
世
界
最
大
の
.海
軍
カ
辕
#
を
念
願
と
し
.:'
是
れ
に
よ
-つ
て
又
散
花
的
な
^
:® 

領
の
監
視
に
餘
念
が
な
い
。

.

尙
參
海
ま
で
は
前
揭
赛
を
概
括
し
、
七
大
冽
强
の
自
給
性
を
比
較
す
れ
ば
次
の
如
省
結
粜
が
得
ら
れ
る
。

ゝ

：

_是
れ
に
よ
つ
て
我
々
.は
世
探
經
濟
ブ
口
‘ッ
ク
化
的
傾
间
に
も
. 

枸

ら

楊，：：：

尙
如
卿
_

ぶ
於
源
料
#

澈
允
就
い
'*
1
:相
5:

に
：外 

:
:':
.
;
'
«
,
に
衆
賴
康
ぬ
这
な
が
ぬ
：か

^

頁
ふ
»

龙
_

懈

す

备

.°
,
此
©

'■
'

:»

實
は
多
;;
<
:
;の
原
料

: *
灘

0

:

生
產
が
地(

理
的
^

^

中
さ
れ
て
：
 

'-
:

;

.

&
ら
靠

い.

必
激
御

M

取
|

%

各
ぼ
從
；っ
;̂

•■
»

)
庾
き
.供
給
を
施
保
す
义
に
は
如
何
に
す
べ
き
か
。
前
揭
の
，
 

森
_
行
：や
於
_
立
國
際
問
_
硏

究

膝

の

見

解

：に

よ

れ

ぱ

> 

-

-
^

^

-

-

-.
-
-■■
■!;-
-
-H

-

一
 

そ
れ
は
通
商
の
自
EI
1
鹏
大
に
あ
る
。
然
し
斯
か
る
解
決
案
が
：

大
英
プ
TJ
ッ
ク
經
濟
に
於
け
るH

業
原
科
の
自
給
■性 

汍

七

(

五
i
5

)

■

へ.寒
：.
.
_
.
ム
國
、

北

米

合

衆

國

ソ

聯

邦

#

_及
び
植
民
她
. 

獨
.

:

.
逸

董

漬

瀨

民

地

一

\、
日

：

〕

^
ぺ”新
.
.''
,
.國

：
' ■ - 〇

ニ 四 ニ 四 六 八 四 數
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數
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/1929

1930

100
%  .

100
%  ,

300
Yo

681.1 100
•涔

で. . . .
1 %': 

100

100
を ,---

193L 100.5 66.0 66.3 >736.6 62.6 79.7 . :49 .9 ,346.0

細そ 88.? 47.7- 42.1 467.7 62.9 - 57*3 36.0 262.9

1933 89.6 42.7 38.3 .,425.4 64.4 53.3 34.3* 250.1

1934 94.9 39.9 37.9 420.7, 69.1 48.5 33.5 244.5

1935 95.6 39.5 37.7. 419.0. 74.7 46.7 34.9 . 254.6

1930 102.3 41.8 42.8 475.3 75.9 48.1 B6.B 266.2

U 937 108.9 47.3 51.6 592.7 83.1 51.7 42.9 313.0

年
純 輸 人  

數 跫 價 格 偎 値 ' 
1929年を10 0と す る %

輸 t e 内 國 製 品
• \ mi i ぐ " iu'« nm■ ;

數 ® 僧 格 m- 

1929年を100とする%
磅

1927 100 , 100
〔000.000) 

100 1.111.L 100 100
(OOO.UOO) 

■100 729.3

1930
%

97.6
. %  

88.2
° A

80.1 957.1
%

81.9
%
95.5

%
. 7 8 . 2 570.8

1931 100.5 71.8 71.8 797.4 62.6 85.5 D.35 390.7

1932 88.2 66.4 .58.C 650.7 62.9 79.6 60.0 3C5.0

1933 89.0
r

62,8 66.3 625.9 64.4 . ケ8 3 50.4 367.9

1934 94.9 64.0 61.3 ;681.1 <9.1 78.C 54.3 • 39G.I

2935 95.6. 66.0 63.1 700.7 74.7 78.1 58.4 . 425 .8

1936 102/3 69.2 , 70.8 787.0 75.9 77.6 . 60.4 440.0

1937 108.9 78.8 ' 8 b . 9 953.9. 83.1 86.1 71.5 521.6

金
‘を

戕

礎

と

す

ろ

價

格

及

價

礆

ノ
 

:.:
ノ
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大

英

ブ
.»
ッ
ク
軛
濟
に
於
け
，る
エ
業
旗
料
の
也
耠
性

 

九

八

(

五
二
四

) 

現
下
の
世
界
經
濟
動
向
に
處
し
て
、
効
果
な
き
事
は
明
白
.で
あ
ら
ぅ
o 

.

四

■
前
項
に
於
て
主
要
な
る
エ
業
原
料
に
就
き
、
主
と
し
て
其
の
坐
産
額
を
甚
礎
と
し

.て
大
英
帝
國
の
ふ
て
る
國

」

と
し
て
の
優
越
性
を

實
證
し
た
。
然
し
'問
題
は
是
れ
を
以
て
全
て
解
決
し
た
，と
見
.て
は
な
ら
な
い
。
即
ち
ょ
り
滿
足
な
.る
結
果
を
得
る
爲
め
に
は
、
所
謂
1英

帝
國
闪
質
易」

の
現
狀
分
抓
を
俟
た
ね
ば
な
ら
な
い
。

.
•
ノ 

.

，

既
に
明
ら
か
な
る
如
く
、
英
本
國
は
高
度
の

H

業
國
で
あ
る
。
從
つ
て
多
く
の
エ
業
製
品
を
世
界
市
場
へ
送
り
出
し
'
其
の
坟
面
に

，
於
て
不
足
な
工
業
原
料
及
殆
ん
ど
凡
て
の
食
料
を
國
外
の
非H

業
國
ユ
り
求
め
ね
ば
紅
ら
な
い
。
此
の
點
，ば
前
頌
の
分
析
に
於
て
、
或

程
度
觸
れ
た
所
■で
あ
る
。
然
し
現
實
の
質
葛
關
係
に
於
て
、
自
治
領
を
含
め
て
§
兆
の
屬
領
と
如
何
，な
る
程
度
に
紹
合
し
て
ゐ
る
か
、

殊
に
其
I

人
部
面
に
於
て
如
何
で
I

か
を
知
暴
は
、
本
f

目
的
た
る
自
給
性
.の
解
明
に
對
し
不
可
缺
で
あ
る
。

,英
本
國
對
屬
領
の
贸
為
關
係
も
亦
、
‘莪
本
的
に
は
1
業
國
對
農
業
國
の
そ
れ
で
，あ
る
。
從
つ
て
具
體
的
に
ば
本
^
が
屬
領
ょ
り
职
料

.及
食
料
を
購
入
し
、'逆
に
島
領
が
本
國
ょ
り
工
業
製
品
を
需
め
る
o
'例
へ
.ば
其
の
品
目
を
衆
せ
ば
、
，英
本
國
は
綿
絲
及
綿
製

c
i、

毛
絲

,
及
宅
製
品
、
麻
及
同
製
品
、
機
械•器
具
、
鋼
材
、
，
.酒
精
性
飲
料
、
化
學
製
品
及
藥
劑
、
人
絹'
石
炭
等
そ
輸
出
し*
穀

物

及

馨

、
小
麥*

バ

タ

ー

，

繊

維

工

業

原

料

(

綿
花
、
羊
毛
等)

、
，砂
糖
、
.木
射
の
外
、
を
、銀

tl
:̂
、
is
m
.錫
，
ニ
ッ
ケ
ル
、
タ
ン
グ
ス
•テ
ン
J滿
俺
等
の

非
鐵
金
屬
等
を
多
量
に
輸
入
す
る
。

' 

.
.
.

所
で
近
年
-に
於
け
る
英
國
對
外
貿
易
の
消
長
を
ー
瞥
す
る
な
ら
.ば
、
そ
れ
は1

九
ニ
九
年
を
，轉
機
と
し
て
急
激
に
下
隙
的
傾
向
に
あ 

つ
た
ん
む
が
、1

九
三
ニ 
|
三
苹
を
底
と
し
て
典
後
漸
次
囘
復
の
經
過
を
地
'!
0

.*
つ
た
事
が
着
取
さ
れ
る
。

(

尤
も
昨
卬
初
頭
以
來
苒
び 

悪
化
の
兆
が
注
目
さ
れ
て.ゐ
る
。

〕

國
際
聯
.盟
の
調
赍
報
齿
に
ょ
れ
'ば
次
の
如
く
で̂>
'
る
0(

1

的̂
运of 

Nations,、Review of W
o
r
l
d
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大

英

ブ

a.

ッ
ク
'鸫
濟
に
於
け
る
.エ
粱
原
料
.

Q

自
耠
蚀 

ぃ
 

•
一
 

0

0

*
(

五
r
xハ〕

上
表
に
見
ら
れ
る
趨
勢
に
關
し
て
は
’
.世
坭
恐
慌
よ
り
の
ま
次
讷
囘
復
と
言
ふ
事
，が

.一:半
の
理
凼
を
形
作
る
と
思
は
れ
る
が
*
他
方 

に
於
て
、
：-
オ
タ
ヮ
協
宛
以
後
の
英
带
國
內
貿
易
促
進
の
影
響
を
考へて
差
吏
な
か
ら
ぅ
。
_そ
の
効
艰
は
特
に
贫
本
國
の
，輸
入
部
商
に
於 

て
顯
著
で
あ
る
0

■

し

同
じ
く
國
際
聯
盟
の
調
喪
に
從
ひ
、
英
國
對
外
質
暴
總
額
中
に
占
む
る
帝
國
內
貿
易
の
比
寧(

-5
の
推
移
を
示
せ
ば
次
の
如
く
で
あ 

る
® 

6
f N, Review of World T

r
a
d
e
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彐
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ニ
九
こ
一
一
八
•七

H
3L
.彐

111 六
_

•九

•

三
七
•
一
、

三
七
•
六

彐

夂

♦
ニ

ご

n

九
•
四

、：.：：.
M

;

.'m

.

.
;;-
'

'

'
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:
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四
专
^
:
'
:
ー'.
-
:
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上
表
に
よ
れ
ば
、
英
本
國
よ
り
見
て
膘
領
市
場
は
，、
從
前
よ
り
購
入
市
場
と
し
て
よ
り
も
販
寶
市
場
と
し
て
の
意
義
が
大
な
る
琪
が 

判
る
。
此
の
事
實
が
、
世
界
恐
慌
の
重
腿
に
遭
っ
て
、
英
木
國
が
ブ
ロ
ッ
ク
經
濟
組
織
の
强
化
を
欲
求
し
た
荷
力
な
极
據
と
な
っ
た
祺 

は
否
め
な
い
。
然
も
オ
タ
ヮ
協
走
以
後
の
實
績
に
關
し
て
は
、
販
資
市
場
と
し
て
の
.意
義
は
左
程
の
迆
展
を
も
具
現
せ
少
。
寧
ろ
1
巡 

一
返
の
狀
態
で
.あ
る
。
唯
世
界
市
場
の
狹
溢
化
し
た
現
在
、
菇
を
確
保
1
.
て
ゐ
る
點
：に
就
て
、
ブ
？
ソ
.タ
形
成
の
効
艰
は
認
め
：ら
る
べ
. 

.き
で
あ
ら
ゲ
o

. 

-

是
に
庶
し
：て
輸
人
市
場
は
，r

i

•
二
ニ
年
以
降
幕
實
に
某
の
重
要
性
を
增
大
む
、
袷̂ 

九
1
1
135
:
|
六 

年
よ
り
.の
發
展
は
目
覺
し
い
も
の
が
あ
る
。
此
の
點
は
明
ら
か
に
ブ
ロ
ッ
ク
結
成
の
勝
功
で
あ
り
、
原
料
自
給
に
關
し
て

「

持
て
'る
國」 

と
し
て
の
.强
味
で
あ
石
。
然
か
も®
領
側
よ
り
見
れ
ば
、
本
亂
べ
の
經
濟
的
依
存
性
が
搰
大
を
意
味
す
る
ち
の
で
ぁ
る

。

.

■.
.
'

: 

'以

下

、
；
_
國

と
»
锵

：の
：
經

濟

的

關

聯

.金

：よ

り

：静

細
'
知

：る
：爲

浓
.に
、
論

的

激̂
:自

治

領"：.加

奈

陀•濠

洲

•
雨

阿

聯

邦

更

に

印

度

等
 

に
，就
い
て
個
別
的
に
簡
填
な
觀
察
を
加
へ
.よ
ぅ
。 

.
：

，

•

-

.

、

〔

加
奈
陀〕

.
'
.
.
.
'
.
,
,
.

.

.

■

世
#
大
戰
中
及
び
戰
後
を
通
じ
て
加
奈
陀
0
エ
業
北
は
著
し
.く
促
迆
さ
.れ
，た
ゎ
然
し
尙
廣
大
な
面
镄
を
占
め
る
豐
鋪
な
農
業
地
域
は
、 

冰

麥

其

他

穀

類

ー
_

富

：ぬ

產

，

.
_て
、
^

1
に
#
汜

有

カ

が<

^

_給
$
:11
疫
を
.形
_
1;
:
- 

‘ 

： 

せ
ら
れ
る
。1

九
三
六
年
の
產
出
額
友
檩
準
•と
し
て
白
金
及
同
族
金
懕
丨
石
綿
は
世
界
第
.

一、

位
*
亜
鉛
“
'力
ド
ミ
ゥ
ム
は
世
與
第1

へ®.
、
'
:', 

銀
、
凝

：は
«

#
第
茧
位
3
金
：は
世
琚
第
四
位
を
沾
，办
、
满
他
紛
1:
;
逢
也
3

^

^

陀
•は
又
世
界
设
大
の
森
林
國
で
あ
り
、
木
材
と
共
にT

ル
ブ
の
製
造
、
輸
出
が
盛
ん
で
あ
る
。

然
し
て
英
本
國
と
の
間
に
於
け
る
中
要
輸
出
入
品
は
次
の
如
く
で
あ
り
、
英
木
櫚
に
對
し
爾
耍
な
る
贶
料
食
料
供
給
地
た
り
、
販

脔-

• 

市
場
た
る
事
を
先
は
な
い
。(Hil.e 

Statesma.ns Year-Book, 

1
9
3
00
ぼ
‘ 31

4
-
3
1
5
.

に
よ
b
輸
出
人
糊
順)

.輸
出
品=

小
麥
、
木
材
、
銅
、
ベ
I
コ
ン
.、
麥
粉
、
鮭
鐘
、
.皮
革
、
林
檎
、
Is
鉛
、
J
tッ
ヶ
ル
•、
鉛

•
ハ
ム
等
。

_ 

..

で

着

00
,|
|
'
-
漏

及

同

製

品

ャ

毛
_

普
織
物
、：.綿
#

所
で
加
奈
陀
み
英
本
_
|1
1
1の
關
聯
の
劳
察
に
際
し
て
：注
意
を
装
す
る
の
は
、加
奈
陀
と
北
来
合
衆
國
と
の
.，關
係
で
あ
る
。
加
奈
陀
は
地 

:趣
的
_

_
衆
國
に
.隣
接
レ
>

_
広

戰

後

が

資

本

由

：義

的

歡

職

め

_
摩

レ

い#:
-#
國
轉
澈
響
$:
突
ば
る
讓
契

贤̂
^̂

自
身
極
め
て
自
治
的
傾
向
の
强
.い
だ
け
に
、
英
沐
國
の
薆
慮
は
深
い
.。
靡
實
戰
.後
，に
於
て
對
米
留
易
は
對
英
質
為
を
凌
い
で
ゐ
た
。
然 

る
に
オ
タ
ヮ
協
宛
に
よ
る
英
加
特
遮
亂
税
制
度
の
.成
立
に
よ
.
つ
て
、
：英
加
貿
易
の
槽
大
と
來
加
贸
易
の
湘
對
的
減
退
が
實
現
し
た
。
殊 

.に
歡
出
部
面
に
於
て
は
形
勢
は
逆
轉
し
、
對
英
が
對
米
を
凌
ぐ
に
至
つ
，た
が
、
輸
入
部
面
に
^
で
.は

合

衆

國

の

缴

ヵ

は

現

往

尙

廊

.倒

的
 

大

英

ブm

.

る
g

i

’
l独

，

( 

■ 

• 

5

- 

.

.

. 

S

I



大
英
ブ
ロ
ハ
ッ
ク

.純
濟

.に

於

け
^
エ
業
窗
料
の
.
.
自
給
性

 

ー
〇
ニ
 

(

五
.ニ
八
，

y

 

で
ぁ
'る
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•

即
ち
次
の
如
き
比
率
が
擧
げ
ら
れ
石
。('L 

of 

2 

; R
e
v
i
e
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f
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-此
心
問
に
あ
つ
て
一
九
三
五
年
十
二
月
に

>»

E

1
9
2
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t—
t
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g
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19.450O
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2

1CO
.
2

墜

24.6
44.2

30.1 
命
00

亡』3
S

•40,0 
W
S

-締
緒
せ
ら
れ
た
米
加
芄
祺
通
商
協
定
.は
、
英 

ネ
國
の
呵
經
を
著
し
く
刺
缺
す
る
に
^
り
、 

又
咋
年
末
英
米
通
商
儆
觉
と
同
時
に
成
立
し 

一：*

^_
:
p
i

想

_

今
後
：響

養

：
 

の
動
向
を
示
唆
す
る
も
の
と
し
て
.、
頗
る
興

味
深
い
問
題
で
あ
る
。 

 ̂

f 

-

, 

-
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濠
.：洲〕

 

V

 

. 

'

•

,
加
奈
陀
.に
比
し
て
濠
洲
は
著
し
く
#
業
的
で
■あ
り
、
從
つ
せ
鹿
出
し
輸
出
す
る
原
料
資
源3-

、
：

羊
毛
と
小
麥
の
ニ
獅
が
絕
對
多
額
を
- 

占
め
る
。
'然
し
鑛
產
物
に
就
い
て
も
銳
'
ia
i
鉛
を
豐
富
に
鹿
す
る
外
、銀

.ヵ
ド
'ミ
ウ
.

4
、

金
、銅
、
タ
ン
グ
X
テ
ン
等
が
姑
出
さ
れ
る
i 

, 

,
.然
し
て
辕
洲
の
咱
治
的
傾
向
も
弱
い
爲
.め
に
、
.そ
の
鍮
出
入
額
中
に
^
あ
る
英
本
國
.の
地
位
.は
極
め
て
-高

，く

、

ニ

九

三

六

I
七
年
に
. 

於
て
、
輸
入
額
.の
四
ニ
丄
ハ
％
、
輸
出
額
^
四

八

，
八

炻

は

英

本

國

に

歸

し

た

:°〔

.興
の
對
英
主
要
輸
出
品
は
次
の
如
く
で
あ
る
o
.

(

s
. V. 

1
9
3
00
，PP, 

352-353)

輸
出
品=

羊
毛
、
小
麥
、\

グ
ー
，
冷
凍
羊
肉
，
鉛
、
未
精
製
砂
賭
、
•冷
凍
牛
肉
、
林
擒
、
麥
粉
.、
羊
皮
、
蹂
年
、g

鉛
鱗
、
銅
等

ソ

禱

：■

綿

縣

籠

製

：品

囊

、
鐵

■

製

故
_

廳及
部分
品：

、

讓

載

斯
く
て
英
本
國
に
對
す
る
原
料
資
源
供
給
c

k

wか
ら
•言
つ
て
、
濠
洲
は
工
業
原
料
と
しV

Q

羊
毛
及
紛
I

い
て
は
、
虫
と
し
て 

.
食
料
品
供
給
地
の
意
義
を
持
つ
も
の
で
t

o
但
し
羊
毛
の
生
產
は
世
I

I
位
で
あ
9
、
英
本
國
の
电
織
議
に
と
つ
て
不
可
缺
•で 

あ
る
事
は
特
筆
に
價
す
る
.0
.
. 

f
し

-

'
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•南
阿
聯
邦〕

.

•
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'

:
:
.

’

，
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：
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.
： 

.

南
阿
聯
邦
は
世
界
最
大
の
產
金
國
と
し
て
重
要
意
_
を
有
す
，る
。
最
近
の
年
鹿
額
ば
八
千
寓
據
を
越
文
、
其
の
殆
ん
ど
全
部
が
英
本 

.
國
ヘ
^
ri
-
,
f e
:

tt
:
今

痛

雜

ル

交

ダ

：七

'
モ̂
：V
ド

 ̂

一.マ
ン
.':
ガ
ン
豫
‘の
.鑛
藤
物
に
嘗
み
^
相
爲
*
の
牟
电
：
. 

小
麥
を
產
出
す
る
。
對
外
貿
易
總
額
中
、
輸
出
の
七
割
五
分
、
輸
入
.の
五
割
近
く
'は
對
英
留
易
の
占
む
る
所
で
あ
り
、
典
の
生
た
る
輸 

出
入
品
/̂

龙
の
如
く
で
あ
る
。(

w
:Ki
. S
9
3
S

.'p. 

4
3
7
)

輸
出
品=

金
、
羊
毛
、
皮
革
、
来
截
ダ
イ
ア
乇
ン
ド
、
相
艰
、
砂
糖
、
パ
ゾ
力
，丨
炭
、
精
製
ダ
イ
ア
乇
ン
ド
、
樹
皮
等

 

-:
ー: '

-

_

^

動
車
用
オ
イ
ル
等
.，
 

. 

 ̂

• 

.

而
し
て
金Q

輸
出
額
は
全
輸
出
額
2
ハ
割
以
上
を
占
め
、
夂
加
奈
陀
や
豫
と
異
？

食
料
品
及
諸
機
械
0
輸

-A
額
が
大
な
る
S

..:•■
;
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特
徴
を
有
す
る
。
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- 
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〔

印

度

〕 

：

■ 

•

.

大
戰
中
及
び
戰
後
に
於
け
る
印
度
の
工
業
的
發
展
は
目
覺
し
か
つ
た
。
響

に

塞

さ

れ

る

槌

花

、
，货
麻
、
鐵
鑛
を
原
料
と
し
て
、

.綿
業
、
黄
麻
工
業
.
製
鋼
業
亦
漸
次
麗
を
續
け
た
。
就
中
最
も
布
ヵ
と
な
つ
た
綿
業
は
、..驄
て
英
本
國
綿
業
と
の
利
裏
立
を
惹
起

し
、E

本
綿
業
も
亦
邵
の
渦
中
に
投
ぜ
ら
れ
た
。
然
し
元
來
印
度
は
前
記
P
原
料
の
外
龙
、
资
類
を
始
め
と
し
て
極
め
で
豐
富
な
農
產

: 

大
英
ブ
tj
ッ
ク
經
濟
に
於
け
る
エ
業
歐
料
.の
.
.
2
耠
性 

く
、
 

' 

一
 

o三

(

i3
l
.
i
l
九)



大
英
ブ
&
サ
ク
經
濟
に
货
け
る
1
業
踎
钋
か
ぽ
故
他 

.
< 

ー
0
四

0
2|
ヨ
0
:
> 

物
を
産
し
-
且

つ

-X
タ
ン
グ
ス
テ
ン
、
マ
ン
ガ
ン
フ
雲
母
、
ク

a

丨
ム
蟀

-KI

油
等
の
觀
植
の
鑛
產
物
を
包
藏
す
る
非
資
本
主
_
的
な
ハ 

領
坡
で
あ
つ
た
。
印
度
が「

英
國
の
寶
成」

と
見
ら
れ
た
の
も
此
の
故
で
あ
る
o
.從
.つ
.て
英

本

國

工

業

の

.
立

場

か

ら

言
へ

ば
-
印
度
を
做 

く
造
食
^
及
び
工
業
原
^
の
供
給
地
と
し
て
維
持
す
る
寧
が
、
最
も
利

-̂
'で
あ
る
。
斯
く
て
戰
後
、
印
度
.に
對
す
る
政
治
的
•經
濟
的
腿 

迫
は
絕
ぇ
ず
加
へ
ら
れ
た
。
■

對
し
て
、
'印
度
は
一
九
三
六
年
立
法
#
議
に
於
て
オ
タ
ワ
協
定
廢
棄
の
決
議
を
敢
行
し
た
。
併
し
近 

時
ひ
國
際
政
治
部
而
に
於
け
る
英
國
の
活
動
の
背
後
に
は
、
常
に
寶
0
:印
度
確
保
の
念
願
が
潜
む
と
解
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
0 

最
近
に
於
け
ふ
印
度
の
對
英
主
要
輸
出
.入

n?
1
は
私
の
如
く
で
.あ
る
o
'

(

s
:
T
.

-B.. 

l
s
s
:
p
,
1
3
4
)

： 

‘

、
輸

邊
nn
n
紅

茶
>

_花
ハ
«
皮
4
知

麻

-
振

鲁

 

:
輸

:A
品 

H機

械

、
；：
_

,M
雜

貨

品

：、
鐵

：

&

及
^
製

^

'^

朌
し
て
印
度
の
對
外
贸
易
中
、
英
本
國
の
占
む
る
割
合
は
次
の
如
ぎ
趨
勢
を
示
す
。(
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-輸
出
參
加
率
の
增
大
に
裒
し
て
輸
入
參
加
率
の
箸
し
い
下
落
に
就
い
て
は
、
印
度
自
#

‘の
エ
業
化
進
展
に
ょ
る
需
要
の
低
落
以
外
に
、 

競
€
國
1
=本
0
進
出
.に
考
.へ
及
ば
ね
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
日
.本
は
一
九
ニ
-̂
年
の
九
*
ー
ズ
ょ
り
ー
九
三
七
平
の
一
七
U

ま
で
急
騰 

を
示
し
た
の
で
あ
る
。

^

.國
際
聯
M
の
調
.̂
に

從

ひ

旣

招

の

加

奈

陀

、

印

度

以

外

に

、

，療

洲

、

新

西

蘭

に

關

」

.、

共

の

對

外

货

另

屮

の

英

本

國

の

參

加

^
を

示

さ
^.
o 

p
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53.300
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00

.1936 
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1937唐7
6
0

斯
く
し
で
旣
揭
の
加
霞
及
印
度
の
場
合
を
併
せ
考
.へ
'る
に
、
一
九
三
一
一
年
を
轉
機
と
し
て
加
*據
*新
西
蘭
の
各
輸
出
人
に
就
い
て
、 

:龙
_

&
取
&
揪

藤

^
七
英
窗
竅
加
率
の
著

'-
1
,
.
い
#
大

が

見

凋

さ

れ

る

。
ブ
泚
：
や

事

*
ゅ
^

4
、

體
的
効
粜
を
示
す
も
の
ど
解
し
て
良
か
•ら
ぅ
。

.

以
上
諸
自
治
領
及
印
度
を
例
に
と
つ
.て
、
大
英
ブ
■ロ
ッ
ク
內
に
於
け
る
原
料
資
源
，

Q

自
給
牲
の
程
，度
を
、
其
の
贸
易
關
係
ょ
り
考
察 

し
た
。
そ
の
結
娘
そ
れ
等
屬
領
は
英
本
國
の
販
路
市
場
た
る
以
上
に
、
原
料
俾
給
地
と
し
て
の
：意
義
を
箸
し
く
佾
大
し
つ
ゝ
ぁ
る
狀
勢 

•が
明
臼
と
な
つ
、た
。

一
般
的
傾
向
と
し
て
は1

九
三
ニ
苹
以
降
の
帝
國
啊
贸
易
の
相
對
的
加
茁
を
知
り
、
個
別
的
'に
は
避
れ
等
風
領
か 

ら
食
料
と
共
に
、
如
何
に
多
く
の
：丄
業
原
料
が
本
國
へ
.向
つ
.て
‘輸
m
さ
れ
て
ゐ
る
か

.を
見
る
な
ら

2
T

大
英
ブ
2
ッ
ク
內
に
於
け
る
典 

の
，1
!給
性
は
、
現
實
に
於
て
も
莜
だ
苠
好
な
る
事
が
椎
知
さ
れ
る
。
.然
か
も
前
述
の
諸
愿
領
以
外
の
多
く
の
肢
轄
領
に
對
し
て
は
、
英 

本
國
に
ょ
る
も
つ
と
强
！
；'的
な
政
策
'が
採
.用
さ
れ
た
。
即
ち
木
國
製
品
の
輸
人
强
要
と
、
外
國
品
の
排
斥
が
企
て
ら
れ
る
一
方
、
そ
れ 

等
直
轄
領
産
の
原
料
資
源
に
對
し
て
は
、
英
本
國
に
ょ
る
獨
占
的
支
配
が
訂
劃
さ
れ
ノ
實
現
さ
れ
て
ゐ
る
。
英
領
^
來
の
ゴ
ム

(

世
摒 

齑
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の
四
六
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、
錫(

三 
一
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、
.
タ
シ
ダ
ス
テ
ン
鑛
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多
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デ
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の
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I
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ニ
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ド

コ

ー

ス
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經
濟
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の
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：け
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給
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1.

o
六

c

i

n

w 

ン’
-

(

一
ニ
^)

‘夕
ン
ガn

ィ
ヵ
の
シ
サ
ル
麻
、
ナ
ィ
ゼ
リ
.ア
’の
植
物
汕(

四
三
炻〕

等
は
兆
の
好
例
で
あ
る
。
即
ち
是
等
の
先
產
物
は
、
共 

の
金
部
浩
し
，く
は
大
部
分
が
英
本
國
へ
輸
出
せ
ら
れ
る
。
斯
く
て
大
英
ブ
？
ソ
ク
内
の
エ
業
原
料
の
自
給
賴
度
，は
、
他
の
何
れ
の
國
、 

佝
れ
の
ブ
ロ
ッ
ク

.よ
り
^
優
越
せ
'る
も
の
.で
あ
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以
卜
‘
大
英
ブt

t
ッ
ク
經
濟
杓
に
於
け
る
エ
業
原
.料
の
.自
給
性
如
衍
に
；就
い
て
、语
れ
を
最
近
の
重
嬰
资
源
也
產
’額
及
び
本
國
*縛
領
間 

の
貿
易
關
係
よ
り
實
@

的
分
折
を
試
み
.た
。
、本
國
の
み
と
し
て
は
比
較
的
鹿
ま
.れ
ぬ
夹
國
が
、
自
治
領
を
含
'む
謂
樹
領
と
の
龆
合
關
係 

の
强
化
に
よ
り
如
何
に
多
大
の
利
益
を
'確
保
し
、
高
度
の
自
給
性
を
得
て
ゐ
る
か
が
明
^

と
な
つ
た
で
あ
ら
ぅ
。
然
し
旣
述
の
如
く
、 

そ
れ
は
飽
く
迄
他
列
强
と
の
比
.較
に
於
で
和
對
的
虻
認
め
得
る
斟
で
あ
り
、
絕
對
的
なC

給
自
足
は
堅
み
得
べ
く
も
な
い
。
例
へ
ば
最 

近
の
例
に
よ
り
、
莢
本
國
の
全
對
外
貿
易
中
に
於
て
：
带
國
的
貿
易
と
帝
阈
外
質
易
の
占
め
る
比
^

に
關
し
、
稍
々
詳
細
.に
表
示
す
れ 

ば
次
炅
の
如
く
で
あ
る
ズ
^

ド

户

^
】

?0
?

^

) 

•
.

即
ち
英
本
國
に
就
て
見
て
も
共
の
輸
.出
の

五

餘

、
輸
入
の
六
〇
多
は
猶
外
國
市
場
に
依
存
す
る
。
仳
の
祺
は
各
属
饿
に
就
い
て 

も
同
様
で
あ
る
。
從
づ
そ
本
國
も
屬
領
も
共
の
免
產
物
.の
大
な
る
部
分
を
英
带
國
外
に
販
賣
し
>
.且
つ
必
要
原
料
の
，多
觉
を
帝
國
外
か 

ら
■.め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
爲
め
に
.は
當
然
他
國
と
の
競
带
が
豫
想
さ
れ
る
。
然
も
ブ
ロ
ッ
キ
ズ
ム
.の
傅
播
し
た
現
祚
、
'斯
か 

る
市
場
擴
大
、
原
料
獲
得
の
要
求
實
現
は
極
め
て
犬
な
る
闲
'難
を
伴
ひ
、
激
烈
な
る
鬪
郇
を
惹
起
せ
ず
に
は
遛
か
な
い
0
藍
し
斯
か
る 

、要
求
は
ブn

ッ
キ
ズ
ム
の
運
動

-
U正
に
逆
行
的
饨
質
(D
も
の
で
あ
り
、
，此
の
點
に
ブ
ロ
ッ
ク
の
組
織
强
化
0

-
つ
：の
大
き
な
^
»-
が

 ̂

出
さ
れ
る

.。
此
の
困
難
を
打
開
す
る
爲
に
、
英
國
が
採
用
し
た
所
は
、
互
葸
通
商
政
策
で
あ
る
。'即

ち

外

國

に

對

し

て

味

、

オ

タ

ヮ

協
 

宠
の
精
神
に
饽
ら
な
い
脆
阖
に
於
て
、
伽
別
的
に
宄
想
通
商
協
定
.の
交
渉
を
行
つ
た
。
オ
タ
ヮ
協
定

.以
後
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ア
ル
ゼ
ン
.

m 令
_ 轍

1936

(英 ，m 領） _ ' %

愛 蘭 自 由 國 2.40
力 ナ ダ 8.86
濠 洲 7.25
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典他アブリカ铽 3.21
英 領 マ ラ ヤ 0.83
印度及セイロン 7,31
西 I-U度 典 flli 1 J0

m  m 合 計 ‘ 3 .̂20
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ア
ト
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國
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3
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r
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、
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チ
ン
、
獨
逸
、

a

典
、
諾
威
、
芬
蘭
其
他
の
諸
•國
と
の
間
に
斯
か
る
協
足
が
締
結
さ
れ
た
。
然
も
是
等
0 .

外
_

市
場
に
於
て
^
他
圃
と 

の
競
^

を
.强
行
f

ね
ば
な
ら
な
い
。
l

c>
.眼
り
、、
ブ
テ
ソ
ク
內
部
に
於
で
„は
保
謎
生
_

的
.M

給
自
足
た
る
此
の
糾
織
も
、
反
而
に
於
. 

,

大
典
ブ
‘ロ
へ
ソ
ク
鸫
濟
に
於
け

’
る
エ
燊
傾
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の
待
給
性
'
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ぐ
.
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一
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s

n

D

I ，

I

I

Wi
純 .

It



大
英
ブW
ッ
ク
經
濟
に
於
け
るH

業
原
料
Q自
耠
性 

’

1
0
八

C

五
三
四) 

て
は
從
前
通
”
の
激
し
い
微
界
市
場
分
割
戰
を
續
け
る
の
で
あ
.る
。

.

.然し

.て
非
後
の
.-
|
»
:
界
經
濟
動
向
の
中
に
あ
つ
て
、
ォ
タ
ヮ
協
定
に
签
く
大
英
プ
“
‘ソ
ク
内
の
相
刺
關
係
が
渐
次

^
游
と
な
り
、
英
本

國
自
體
に
於
て
'
も
f
治
領
各
方
®

各

T
-も
、
S

廢

棄

證

修

正

が

叫
ば
れ
る
に
：5

た
。
相
，

1

關
係Q

?

 Q

も
の
は

旣
述
の
如
き
*
オ
タ
ヮ
，
協
定
以
後
0
英
带
國
貿
易
の
相
對
的
加
11
傾
向
の
.屮
に
灶
出
^

る̂
0
即
ち
英
本
國
ょ
り
見
て
、
輸
出
部
：曲
の

に
對
す
る
輸
入
部
面
の
み
‘S
し
い
咐

,M
晋

、
.本
5
儲
外
國
間
の
贸
易
を
犠
胜
に
し
て
の
帝
國
肉
•蹲
劫
の
靖
進
で
あ
り
、
そ

れ
は
結
局
英
本
國
の
負
擔
と
な
る
。
從
つ
て
自
治
領
等
に
對
す
る
本
國
の
不
滿
が
漸
次
场
大
し
來
つ
た
の
で
あ
る
。.

-,

第
二
の
私
刺
鼢
係
は
、
自
'^
領
始
め
屬
領
侧
に
赞
て
稱
ぇ
難
く
感
ぜ
ち
れ
た
。
そ
れ
竹
即
ち
英
私
國
に
.ょ
る
_|^
農

業

保

誰

攻

览

採

;I
J
の
影
響
で
あ
る
。
近
年
に
を
け
る
同
政
策
の
强
化
は
諸
靥
領
ょ
り
の
輸
入
堉
加
を
阢
止
す
る
結
贝
と
な
つ
た
。
加
之
、
英
帝
_
內
港

通
關
’税
の
設
免
は
事
實
に
於
て
英
帝
國
を
圍
む
關
税
障
壁
を
形
作
る
，事

.と
な
り
、
自
治
領
の
對
外
國
貿
易
を
減
退
せ
し
め
る
傾
阢
を
微 

び
る
と
說
か
れ
る
。

斯
く
て
一
と
ニ
七
拜
に
辟
ヵ
れ
た
帝
國
議
會
に
於
-̂
、
.す
度
11
'
改
#
.に
當
つ
た
'
.ォ、'タ
.»7
-
協

^
の
運
#'
如
-̂
は

世

界

の

：關

心

.を

集

中

し 

た
。
然
し
俞
議
は
此
問
題
に
觸
れ
る
こ
と
な
く
し
て
閉
慕
と
な
り
、
■唯
ポ
1
ル
ド
ゥ
ィ
.ン
竹
相
は
聲
明
を
發
し
て
、
同
偏
圮
に
關
す
る 

限

り

今

後1
1

箇
相
！̂
間q

協
議
に
俟
つ
事
と
し
た
。
藉

し

本

麗は
. ：：n

治
領
I
於
け
る
h)

述q

如
き
不
滿q

聲
に
も
拘
ら
ず
、
同
協 

定
が
英
帝
國
內
の
經
濟
的
結
合
の
緊
密
化
に
資
し
て
ゐ
る
事
實
、
或
は
各
屬
領
相
I

の
.政
治
的
經
濟
的
利
害
の
對
立
等
の
事
情
は
、
 

響

相

を

し

て

ー

即

時

的

«
決

:|
:
:囘
避
_
.
3
_
た

：'の

免

办

%

,

を

.斯
か
る
鉛
源
•せ
る
途
を
迪
り
乍
ら
、
大
英
ブ
口
.ッ
ず
の
活
動
は
續
行
せ
ら
れ
た

'°
然
か
も
そ
れ
は
情
勢
如
何
に

■ょ

，

つ
'て
は
妥
愤
的
と 

も
な
り
、，
又
或
場
合
に
は
馨
的
と
I

る
。
前
者
Q

f
 

i
-
I
Q

葉

醫

協

S

締
結
.に
、
後
雰
例
を
：H

I變
に
際
し
て

み
支
那
へ
の
積
極
的
援
助
に
見
出
し
得
る
。 

.

丨 

:

■昨
年
^'
-ー'
:月.セ
ゼ
：日
に
教
立
1,
:だ
英
米
苽
^
通
商
協
定
.は
、
^

を
經
た
結
果
で
あ
る
。
同
協
定
は
同
時
に
字
加
通
商
協
淀
の
：締
結
を
伸
ふ
：事
に
ょ
っ
^
.英
國
に
と
.っ
..て

.0
意
義
は
更
に
大
で
あ
る
。
 

比
の
ニ
っ
'
6協
定
は
'

〕

英
來
.及
び
米
抓
間
の
龙
湛
關
_
協
定
お
取
览
セ
尤
^-
デ
即
^
當
該
甚
國
は
、
5:
.

®
^

,'
の
引
下
げ
或
は
.据
置
を
約
し
、
特
に
英
國
及
び
加
奈
陀
が
米
阖
の
.た
め
に
特
逋
關
歡
の
わ
部
ぬ
修
拍
を
加
へ
た
點
が
注
间
fc
價
す
る
o 

,

-0
.
っ
夂
、.'
三
國
共
に
各
相
手
國
に
、對
し
セ
、
.琬
率
、
：輸
出
人
.制
限
^
^
^

を

決

め

、た

。

:

然
か
も
其
o'
逾
用
：

S
.

園
は
、
.前
記
三
國
：以
外
、':':ラ
r

ぐ
フ
ァ
ゥ
ン
ド
ー
スV

ド
、
*

洲
‘

ラ
ュ
1

ジ
：1
ラ
ン
ド
、
印
度
”
ビ 

ル
ブ
士
衔
ロ
ー
デ
：シ
ア
を
除
く
英
國
各
*

領
の
全
部
を
包
含
す
る
。
從
つ
て
そ
れ
.は
オ
タ
ワ
^

修
H

を
意
味
す
る
も
の
と
し
て
、 

大
英
ブ
ロ
ツ

ク
經
濟
に
と
つ
て
は
大
な
る
變
革
を
思
は
せ
る
。
然
も
斯
か
.
^
事
精
#

;

服

し

て

吏

.で

協

定

締

結

に

乘

出

し

た

點

に

ー

現 

下
の
國

際

政
治
情
数
下
に
あ
っ
て
•
楚
を
獎
機
に
米
國
と

の

友
誼
的
關
係
を
深
め
ん
と
す
る
英
國
(/
>
.
政
.治
的
意
圖
が
見
出
さ
れ
る
。
然 

し
斯
か
：る
.政
治
的
態
度
を
離
れ
、
純
經
濟
的
に
見
.て
も
、
最
近
の
ブ
口
ッ

ク
的
對
立
の
.激
化
か
ら
行
詰
り
っ
，V
:
あ
っ
た
世
择
經
濟
の
現
：
 

狀
打
開
の
企
^

が
充
分
に
逾
は
れ
る
。
琪
實
米
國
に
於
て
•は」

咋
苹
秋
以
來
、
英
國
に
あ
っ
て
は
昨
年
初
诩
以
來
、
景
氣
7T
降
の
兆
が 

兒
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

,

へ

'

然
し
此
の
，協
定
の
成
立
を
以
て
、
，直
ち
に
大
英
ブ
ロ
ッ
ク
經
濟
の
解
體
を
速
斷
し
て
は
な
ら
•な

い

。

與

の

紐

織

は

本

_

に
於
て
叙
述 

し
た
如
き
通
商
上
の
關
係
に
淤
て
の
み
な
ら
ず
、
金
融
的
に
又
投
資
關
係
を
通
じ
て
極
め
て
緊
密
鞏
fs
l

に
結
び
っ
げ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で

.あ
石

。
 

.

.

.

.
又
其
の
反
面
に
於
て
、
大
英
ブ
ロ
ッ
ク
の
活
動
は
極
め
V
.

-M
取
的
、
.侵
略
的
で
あ
る
。
：=
玄
#

變
勃
發
以
後
0

英
阈
の
執
拗
な
對
支

大
.英
ブ
ロ
ッ
ク
經
濟
に
於
け
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原
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、

大
英
K
n
け
ク
經
濟
に
淤
.け
るH

業
原
料
の
A
铪

蚀

ニ

0

(

五
U
H
C

援
肋
は
、
三
億
磅
に
及
ぶ
對
支
投
資
を
含
む
狐
得
權
益
办
確
保
1
念
願
と
す
る
以
外
に
、
吏
那
と
袞
ふ
廣
大
な
半
植
拔
地
的
領
域
を
自 

國
の
資
本
主
義
的
.沾

動

の

勢

力

範

固

內

，に

也

含

せ

ん

と

.す

.る
意
狄
を
明
臼
に
示
す
も
の
で
，あ
るo

.

即
ち
そ
れ
は
大
英
ブ
ロ
ツ

グ

擴

大

X 

作
の
了
の
具
體
的
表
現
で
あ
'
 
此
の
點
に
於
て
、
資
本
主
_
的
ブ
ロ
.ツ
ク
經
濟
の
特
質
が
充
分
に
.筋
は
れ
る
。
此
の
意
缺
に
於
てd

 

支
事
變
の
進
股
或
拉
箭
に
於
け
る
翳
爭
の
忿
機
の
切
追
に
應
じ
、
.ブ
ロ
ツ
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